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スレイマン1世の時代に最盛期を迎え バ       モスクワ。  1529年
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1517年 、セリム1世はマムルー

ク朝を減ぼし、メッカ、メディナの
2聖地の保護者となる。徹底した

イスラーム法による統治を行つた。

モハーチの戦い

八ンガリー南部のモ八―チでの戦

闘で、ハンガリー軍に勝利し、その後、

首都ブダを制圧した。

軍
事
力
と
統
治
制
度
に
優
れ
る

オ
ス
了
ノ
帝
国
が
領
土
を
拡
大
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
侵
攻
。

キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
脅
威
を
与
え
た
。

急
速
に
領
■
を
拡
大
し
、

地
中
海
を
制
し
た
オ
ス
マ
ン
帝
国

‐３
世
紀
末
、
ア
ナ
ト
リ
ア
で
興
っ
た
オ
ス
マ

ン
＝
ト
ル
コ
は
、

１４
世
紀
に
バ
ル
カ
ン
半
島
へ
進

出
、
１
３
６
０
年
代
に
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
（Ｐ
７２
参
照
）

か
ら
奪
っ
た
ア
ド
リ
ア
ノ
ー
プ
ル
を
首
都
と
し

た
。
さ
ら
に
９６
年
の
一
百
ポ
リ
ス
の
戦
い
で
キ
リ

ス
ト
教
勢
力
を
破
っ
て
ド
ナ
ウ
川
以
南
を
征
服

し
た
が
、
１
４
０
２
年
の
ア
ン
カ
ラ
の
戦
い
で
テ

ィ
ム
ー
ル
帝
国
に
敗
れ
、
一
時
衰
退
し
た
。

し
か
し
、
テ
ィ
ム
ー
ル
の
死
後
、
テ
ィ
ム
ー
ル
串
｝

国
が
衰
退
す
る
と
、
勢
力
を
盛
り
返
し
、

５３
年

に
は
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
を
減
亡
さ
せ
、
コ
ン
ス
タ
ン

テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
と
改
称
し
て

首
都
と
し
た
。

第
９
代
ス
ル
タ
ン
（支
配
者
）
の
セ
リ
ム
ー
世

は
シ
リ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
を
征
服
し
、
聖
地
メ
ッ
カ
、

メ
デ
ィ
ナ
を
版
図
に
お
さ
め
て
、
聖
地
の
保
護

者
な
ら
び
に
ス
と

一派
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
擁
護

者
と
し
て
の
権
威
を
確
立
し
た
。
続
く
ス
レ
イ

マ
ン
ー
世
の
時
代
に
、オ
ス
マ
ン
帝
国
は
最
盛

期
を
迎
え
る
。
↑
ン
ガ
リ
ー
領
有
、
ウ
ィ
ー
ン
包

囲
に
続
き
、
プ
レ
ヴ
エ
ザ
の
海
戦
で
勝
利
を
お

さ
め
、
地
中
海
の
制
海
権
を
握
っ
た
。

帝
国
の
繁
栄
を
支
え
た

統
治
制
度
と
社
会
の
し
く
み

オ
ス
了
ノ
帝
国
で
は
、
強
大
な
権
力
を
有
す

る
ス
ル
タ
ン
を
頂
点
と
し
て
、
整
備
さ
れ
た
官

僚
制
度
を
も
つ
中
央
集
権
体
制
が
と
ら
れ
、
行

政
区
や
地
方
に
は
、
一呂
等
教
育
を
受
け
た
行
政

官
や
ト
ル
コ
系
の
騎
士
を
従
え
た
軍
政
官
ら
を

派
遣
し
た
。
軍
政
官
や
騎
士
に
は
、
税
を
徴
収

で
き
る
領
地
が
与
え
ら
れ
る
軍
事
封
土
制
を
と

っ
た
ほ
か
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
子
弟
を
イ
ス
ラ
ー

ム
教
に
改
宗
さ
せ
て
、
イ
ー

一チ
ェ
リ
と
よ
ば
れ

る
常
備
歩
兵
軍
に
編
成
す
る
な
ど
の
施
策
で
、

強
大
な
軍
事
力
を
支
え
た
。

帝
国
内
に
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
や
ユ
ダ
ヤ
教
徒

も
多
数
い
た
が
、
オ
ス
了
／
帝
国
は
異
教
徒
に
は

寛
容
で
、
ミ
ッヽ
レ
ト
と
り
つ
宗
教
ご
と
の
共
同
体

を
構
成
さ
せ
、
納
税
の
義
務
を
課
す
な
ど
す
る

一
方
で
、
信
仰

二
一一呈
叩
の
自
由
の
ほ
か
、
裁
判
権

も
認
め
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
帝
国
内
で
は
多

民
族

・多
宗
教
の
平
和
共
存
が
実
現
し
た
。

山
を
越
え
た
オ
ス
マ
ン
艦
隊

ヨ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ノ
ー
プ
ル
の
最
後
の
攻
防
戦

で
、
ビ
ザ

ンヽ
ツ
帝
国
は
金
角
湾
の
入
口
を
封
鎖

し
て
オ
ス
了
ン
軍
に
抵
抗
し
た
。
そ
こ
で
、
オ
ス

マ
ン
軍
は
夜
の
う
ち
に
艦
隊
を
山
越
え
さ
せ
て

金
角
湾
へ
運
ぶ
と
い
つ
奇
策
を
と
り
、
遂
に
コ
ン

ス
タ
ン
テ
イ
ノ
ー
プ
ル
を
陥
落
さ
せ
た
。

「オスマン艦隊が山越えして攻撃
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